
中央大学通信教育部学生会横浜支部 （単位：　円）

第 2 期
実績見込額

第 3 期
予算額

備考

１．支部活動収支予算
支部活動収入
支部員年会費収入 111,000 120,000 概算。支部員総数60名前後を想定。

聴講生聴講費収入 112,000 140,000 現年度実績の各回平均10名で計算。

助成金収入 404,250 404,250 増加見込みだが現年度実績を計上。

寄附金収入 0 36,540 現時点で申出がある分のみを計上。

支部活動収入合計 627,250 700,790
支部活動費用
学習会会場使用料 115,690 127,680 概算として60名部屋28回分を計上。

学習会講師謝礼金 400,360 540,540 学習会講師謝礼金等支給規則所定。

学習会講師飲食費 12,615 24,000 昼食費、飲み物代を含む見込み額。

印刷費 18,845 24,000 学習ガイダンス配布資料等も考慮。

事務用品費 1,075 3,000 封筒や伝票類など消耗品類を想定。

通信費 16,580 20,000 主に総会招集通知。２回分を想定。

支払手数料 0 420 念の為時間外手数料４回分を計上。

予備費 － 61,150 追加学習会や討論会の開講を想定。

支部活動費用合計 565,165 800,790
支部活動収支差額 62,085 ▲ 100,000 新年度こそ繰越金還元を図る趣旨。

２．支部活動外収支予算
支部活動外収入
普通預金利息 0 0 横浜銀行竹山支店。予算計上せず。

支部活動外収入合計 0 0
支部活動外費用
なし 0 0

支部活動外費用合計 0 0
支部活動外収支差額 0 0

３．当期収支予算（合計）
経常収支差額 ▲ 100,000 新年度こそ繰越金還元を図る趣旨。
当期収支差額 ▲ 100,000 合宿ゼミ分は特別会計を編成予定。

４．繰越収支予算
前期繰越金 142,286 204,371
当期収支差額 62,085 ▲ 100,000 新年度こそ繰越金還元を図る趣旨。

次期繰越金 204,371 104,371

上記予算案は役員会の全員一致によるものです。

平成 23 年 2 月 13 日

中央大学通信教育部学生会横浜支部 支部長代理

戸川 大輔

中央大学通信教育部学生会横浜支部 副支部長・事務局長
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予算案

（第 3 期 ： 平成 23 年 4 月 1 日 ～ 平成 24 年 3 月 31 日分）

区分

この予算案は、平成 23 年 3 月 6 日開催の定例総会において承認されました。


